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第 3次喜多方市男女共同
参画推進基本計画 体系

人権尊重と男女平等を推進する教育・学習機会の充実❶
固定的な役割分担意識の解消及びより良い家族関係構
築のための広報・啓発活動

❷
DV（ドメスティック・バイオレンス）防止などの広報・
啓発活動及び被害者の支援

❸

お互いを認めあう男女
平等の意識づくり❶

行政の審議会等への共同参画の促進❶
事業所や地域活動における共同参画の促進❷
職業意識・能力の向上の支援❸
国際的理解と協力の促進❹

あらゆる分野への男女
共同参画を促進する環
境づくり

❷

男女が協力し合う家庭づくりの支援❶
子育て支援の促進（女性活躍推進法　市町村推進計画）❷
介護支援の促進（女性活躍推進法　市町村推進計画）❸
多様な働き方を支援する制度等の普及・定着の促進
（女性活躍推進法　市町村推進計画）

❹

仕事と生 活の調 和
（ワーク・ライフ・バラ
ンス）を図る環境づくり

❸

地域活動への支援と参画の促進❶
すべての人が安心して暮らせる環境の整備❷
性別による身体的特徴を踏まえた健康な心とからだづ
くりの支援

❸
妊娠・出産等に関する健康相談等の支援❹

生涯にわたり安心して
暮らせる社会づくり❹

施策の指針 基本施策
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　男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会
のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって
男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受する
ことができ、かつ、共に責任を担うことです。

喜多方市男女共同参画推進条例第 2条から

男女共同参画とは
◆計画策定の趣旨
　本市では、男女が互いを認めつつ社会の対等な構成員として
あらゆる活動に参画できる社会の実現を目指して、「第 2 次喜多方
市男女共同参画推進基本計画（計画期間：平成 2５年度～ 2８年度）」
に基づく施策を推進してきましたが、より一層の推進を図るため、
喜多方市男女共同参画推進条例に基づき平成２９年度からの計画
を策定しました。

◆計画の期間
　平成 2９年度から平成３８年度までの１０年間です。

◆計画の理念
　男女が性別による様々な慣習にとらわれずに自分らしい生き
方を自分で選択することができ、一人ひとりが個性を尊重しあ
うことのできる心豊かな社会の実現を目指し、６つの理念に基
づき、男女共同参画社会の推進を図ります。

１　個人の人権の尊重
２　多様な生き方の選択
３　方針決定過程への共同参画
４　家庭生活と他の社会生活の両立
５　生涯にわたる心身の健康
６　国際的理解と協調

計画の基本的な考え方

　依然として存在する「男性だから、女性だから」という固定的
な考えにとらわれず、一人ひとりの人権が尊重され、自分らしく
いきいきと生活できる社会をつくるためです。　　
　また、少子高齢化など私たちの生活をめぐる状況が変化してい
る中、男女共に性別に関らず持てる力を十分に発揮し、互いに支
え合うことが求められているからです。

なぜ「男女共同参画」が必要なのでしょうか
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 お互いを認めあう男女平等の意識づくり施策の指針1  あらゆる分野への男女共同参画を促進する環境づくり施策の指針2

基本施策現状と課題基本施策現状と課題

　男女がお互いを認め合い、尊重し、その個性と能力が十分に発揮できる社会を目指します。
ねらい

❶人権尊重と男女平等を推進する教育・学習機
会の充実
♣生涯学習等における学習機会の充実
♣学校等における教育・学習機会の充実

❷固定的な役割分担意識の解消及びより良い家
族関係構築のための広報・啓発活動
♣人権尊重と固定的な役割分担意識の解消等
に向けた広報・啓発活動

❸DV（ドメスティック・バイオレンス）防止など
の広報・啓発活動及び被害者の支援
♣男女間の暴力の防止
♣被害者の保護や自立支援の促進

　男女が、社会の対等な構成員としてお互いに認め合い、その個性と能力を十分に発揮し、
あらゆる分野への男女共同参画を促進する社会を目指します。

ねらい

❶行政の審議会等への共同参画の促進
♣市の審議会等における女性委員の参画促進

❷事業所や地域活動における共同参画の促進
♣事業所や地域活動における意思決定過程へ
の男女共同参画の促進

❸職業意識・能力の向上の支援
♣職業意識・能力向上の取組の支援
♣女性の職業能力の向上

❹国際的理解と協力の促進
♣国際的理解と協力の促進

男女共同参画社会の実現のためには人権尊重と
男女平等についての意識の向上が重要であり、
更なる教育や学習機会の充実を図る必要があり
ます。

近年では固定的な役割分担意識に捉われない考
え方が定着してきましたが、依然として残る性別
による固定的な役割分担意識の見直しのための
意識づくりが必要です。

DV防止と相談体制の充実や被害者の保護及び自
立支援にも力を入れる必要があります。

女性の社会進出は徐々に進んできてはいるもの
の、あらゆる分野において進展があるとはいえな
い状況です。市が率先して審議会等における女
性委員の登用を促進する必要があります。

事業所での女性管理職は増加しているものの、役
職が上がるにつれて女性登用の割合が減少してお
り、女性登用に対する意識改革を図る必要があり
ます。また、地域活動における女性の参加は依然
として少ないため、女性人材の育成が必要です。

国際理解と国際感覚を醸成するための取組みを
継続していく必要があります。

・女性も審議会委員の公募などに積
極的に応募しましょう。

・男女とも地域活動やセミナーなどの
能力開発に積極的に取組みましょ
う。

・国際交流のイベント等に積極的に参
加しましょう。

・能力に応じ、女性の管理職を積極的
に登用しましょう。

・地域活動や能力開発をしやすい職
場環境に努めましょう。

・国際交流のイベント等に協力しま
しょう。

・男女の意見をバランスよく反映させ
ましょう。

・活躍できる女性の人材を育成しま
しょう。

・国際交流のイベント等に協力しま
しょう。

・審議会等の委員に女性を積極的に
登用します。

・地域のイベントへの市民参加の呼び
かけや能力開発のための学習機会
の充実を図ります。

・市民の国際理解・協力の活動を支
援します。

市　民

市

市民団体事業者

あらゆる分野への
男女共同参画を促
進する環境づくり

指針２

・男女共同参画に関する講座や講演
会などに積極的に参加しましょう。

・男女に不平等をもたらすような社会
慣行やしきたりを改めましょう。

・セクハラ・パワハラなど、あらゆる
暴力を絶対にしない、許さない意識
をもちましょう。

・男女平等の意識を職場に浸透させ
ましょう。

・職場において、男女の固定的な役割
分担の意識がないか見直してみま
しょう。

・セクハラ・パワハラの防止に努め、
相談体制を整備しましょう。

・日頃の活動に男女共同参画の視点
を盛り込んでみましょう。

※自治会、PTA、ボランティア団体等

・市広報や市の刊行物、ホームページ
などで、男女共同参画に関する情報
を分かりやすく提供します。

・市民が男女共同参画を学習する機
会の充実を図ります。

・DV被害者が相談しやすい体制づく
りに努め、被害者支援の充実を図り
ます。

市　民

市

市民団体事業者

お互いを認めあう
男女平等の
意識づくり

指針１

※
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 生涯にわたり安心して暮らせる社会づくり施策の指針4 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を図る環境づくり施策の指針3

基本施策現状と課題現状と課題 基本施策

　男女が、仕事と生活（家庭、地域活動、自己啓発など）の調和が、自らの選択により実現
可能な多様かつ柔軟な社会を目指します。

ねらい

❶男女が協力し合う家庭づくりの支援
♣家事・育児・介護における男女共同参画の
促進

❷子育て支援の促進（女性活躍推進法 市町村推進計画）
♣子育てを支援するサービスの充実
♣育児に関する支援体制の充実

❸介護支援の促進（女性活躍推進法 市町村推進計画）
♣介護を支援する制度の充実
♣介護に関する相談体制の充実

❹多様な働き方を支援する制度等の普及・定着
の促進（女性活躍推進法　市町村推進計画）
♣制度等の普及、定着の促進
♣労働環境の整備促進

　性別や年齢、障がいの有無などに関係なく、生涯を通じてすべての人が健康で安心して
暮らせる社会を目指します。

ねらい

❶地域活動への支援と参画の促進
♣地域活動への支援
♣地域活動への参画促進

❹妊娠・出産等に関する健康相談等の支援
♣母子保健事業の推進

❷すべての人が安心して暮らせる環境の整備
♣高齢者への支援
♣障がい者への支援
♣ユニバーサルデザインの視点によるまちづくりの推進
♣高齢者等の安全・安心の推進

❸性別による身体的特徴を踏まえた健康な心と
からだづくりの支援
♣学校における性に関する教育の充実
♣健康な心とからだづくりの推進

市民の価値観やライフスタイルが多様化する中、より良い
地域づくりのために様々な地域活動等への男女共同参画
を推進することが必要です。また、女性で地域活動に参
加していない傾向が依然として高いため、地域住民が互
いに関わり、協力し合う関係の構築が必要です。

健康は一人ひとりが社会の構成員として役割を担
い社会参画するための基盤となることから、男女
がそれぞれの身体的特徴について理解を深めると
ともに、健康づくりを支援し、生涯にわたる心身
の健康の維持と増進に取り組むことが重要です。

誰もが自らの意思であらゆる場面に参画できる社
会の実現のために、高齢者や障がい者などに対す
る支援を継続して行く必要があります。

依然として女性の家事・育児分担が多いため、育児に積
極的に参加する男性（イクメン）の啓発など、家庭内での
役割分担に対する意識変革が必要です。

高齢化による介護サービスの利用者や介護需要が伸びて
いる状況において、事業所の介護休業制度の導入は進ん
でいるものの、従業員の制度利用には至っていない状況
であるため、介護サービスの充実を図るとともに、介護休
業制度の利用を促進する必要があります。

労働環境においては労働時間の短縮や就業時間の柔軟
性など働きやすい労働条件を求める意見が多いため、各
種制度の利用及び導入を促進するとともに、取得しやす
い環境づくりを働きかける必要があります。

児童クラブの受入拡大や幼保一体化などに取組ん
でおり、引き続き安心して働くための環境整備と
子育て世代の負担軽減に努める必要があります。

・子育てや介護に関する各種支援制
度について、理解し、活用し、協力
しましょう。

・男女が協力して家事・育児・介護
を行いましょう。

・男性も、育児・介護休業制度を積
極的に利用しましょう。

・男女とも安心して育児・介護休業制
度を利用し、仕事と家庭生活が両立
できるよう、職場環境づくりに努め
ましょう。

・仕事と生活の調和を図ることができ
る環境を整備しましょう。

・日頃の活動にワーク・ライフ・バラ
ンスの視点を盛り込んでみましょう。

・男女とも家庭責任を担う意識をもつ
よう意識啓発を図ります。

・子育て、介護の社会的支援の充実
を図ります。

・市民、事業所に対し、両立を支援す
る制度の利用促進のため、広報周知
を図ります。

市　民

市

市民団体事業者

仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）
を図る環境づくり

指針３

・一人ひとりがユニバーサルデザイン
の精神でまちづくりを推進しましょ
う。

・健康管理に心がけ、健康に関する講
演会や講座などに積極的に参加しま
しょう。

・ユニバーサルデザインの視点で事業
に取り組みましょう。

・職場のメンタルヘルスなど、心身の
健康づくりを推進しましょう。

・日頃の活動にユニバーサルデザイン
の視点を盛り込んでみましょう。

・健康に関する講座などを積極的に
取り入れましょう。

・ユニバーサルデザインの推進に努め
ます。

・生涯を通じて健康に生活できるよう
講座や情報を提供します。

市　民

市

市民団体事業者

生涯にわたり
安心して暮らせる
社会づくり

指針４
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 生涯にわたり安心して暮らせる社会づくり施策の指針4 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を図る環境づくり施策の指針3
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ともに、健康づくりを支援し、生涯にわたる心身
の健康の維持と増進に取り組むことが重要です。

誰もが自らの意思であらゆる場面に参画できる社
会の実現のために、高齢者や障がい者などに対す
る支援を継続して行く必要があります。

依然として女性の家事・育児分担が多いため、育児に積
極的に参加する男性（イクメン）の啓発など、家庭内での
役割分担に対する意識変革が必要です。

高齢化による介護サービスの利用者や介護需要が伸びて
いる状況において、事業所の介護休業制度の導入は進ん
でいるものの、従業員の制度利用には至っていない状況
であるため、介護サービスの充実を図るとともに、介護休
業制度の利用を促進する必要があります。

労働環境においては労働時間の短縮や就業時間の柔軟
性など働きやすい労働条件を求める意見が多いため、各
種制度の利用及び導入を促進するとともに、取得しやす
い環境づくりを働きかける必要があります。

児童クラブの受入拡大や幼保一体化などに取組ん
でおり、引き続き安心して働くための環境整備と
子育て世代の負担軽減に努める必要があります。

・子育てや介護に関する各種支援制
度について、理解し、活用し、協力
しましょう。

・男女が協力して家事・育児・介護
を行いましょう。

・男性も、育児・介護休業制度を積
極的に利用しましょう。

・男女とも安心して育児・介護休業制
度を利用し、仕事と家庭生活が両立
できるよう、職場環境づくりに努め
ましょう。

・仕事と生活の調和を図ることができ
る環境を整備しましょう。

・日頃の活動にワーク・ライフ・バラ
ンスの視点を盛り込んでみましょう。

・男女とも家庭責任を担う意識をもつ
よう意識啓発を図ります。

・子育て、介護の社会的支援の充実
を図ります。

・市民、事業所に対し、両立を支援す
る制度の利用促進のため、広報周知
を図ります。

市　民

市

市民団体事業者

仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）
を図る環境づくり

指針３

・一人ひとりがユニバーサルデザイン
の精神でまちづくりを推進しましょ
う。

・健康管理に心がけ、健康に関する講
演会や講座などに積極的に参加しま
しょう。

・ユニバーサルデザインの視点で事業
に取り組みましょう。

・職場のメンタルヘルスなど、心身の
健康づくりを推進しましょう。

・日頃の活動にユニバーサルデザイン
の視点を盛り込んでみましょう。

・健康に関する講座などを積極的に
取り入れましょう。

・ユニバーサルデザインの推進に努め
ます。

・生涯を通じて健康に生活できるよう
講座や情報を提供します。

市　民

市

市民団体事業者

生涯にわたり
安心して暮らせる
社会づくり
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第 3次喜多方市男女共同
参画推進基本計画 体系

人権尊重と男女平等を推進する教育・学習機会の充実❶
固定的な役割分担意識の解消及びより良い家族関係構
築のための広報・啓発活動

❷
DV（ドメスティック・バイオレンス）防止などの広報・
啓発活動及び被害者の支援

❸

お互いを認めあう男女
平等の意識づくり❶

行政の審議会等への共同参画の促進❶
事業所や地域活動における共同参画の促進❷
職業意識・能力の向上の支援❸
国際的理解と協力の促進❹

あらゆる分野への男女
共同参画を促進する環
境づくり

❷

男女が協力し合う家庭づくりの支援❶
子育て支援の促進（女性活躍推進法　市町村推進計画）❷
介護支援の促進（女性活躍推進法　市町村推進計画）❸
多様な働き方を支援する制度等の普及・定着の促進
（女性活躍推進法　市町村推進計画）

❹

仕事と生 活の調 和
（ワーク・ライフ・バラ
ンス）を図る環境づくり

❸

地域活動への支援と参画の促進❶
すべての人が安心して暮らせる環境の整備❷
性別による身体的特徴を踏まえた健康な心とからだづ
くりの支援

❸
妊娠・出産等に関する健康相談等の支援❹

生涯にわたり安心して
暮らせる社会づくり❹

施策の指針 基本施策


